
社協だより

旭中学校地区　四街道ウォークアドベンチャー

　明けましておめでとうございます。
　皆様には、健やかに初春をお迎え
のことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年の新型コロナウイルスによっ
て、私たちの生活様式が一変する
中、日々の暮らしを支える社会福祉

協議会の多様な事業に、誠意をもって取り組まれてお
られますことに心より感謝いたしますとともに、地域に
おけるセーフティーネットの役割を果たすさまざまな支
援や活動の重要性を改めて実感したところです。
　今後、新型コロナウイルスと共存する新たな生活に
おきましても、地域福祉の中核として、市民の皆様が
住み慣れた地域で、安心して暮らすことのできる地域
づくりのためにお力添えいただきますようお願い申し上
げ、新年のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございま
す。皆様におかれましては、新年を
健やかにお迎えのこととお慶び申し
上げます。
　昨年は新型コロナウイルスの影響
で様々な葛藤を抱えながら、過ごさ
れた方が多い年だったと思います。

その中で、尽力して下さった医療従事者及び福祉に携
わる皆様には心より感謝申し上げます。
　社会福祉協議会では、特例貸付や介護予防対策、
相談業務等の取組に力を注いでまいりました。また人
と人が会う機会が減少している時代の中で、感染予防
対策を行いながら、本会として何ができるのか、地域
福祉の向上を目指し、取組んで参ります。今年も皆様
のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

これからの社会福祉協議会へ期待すること
四街道市長　佐渡　　斉 四街道市社会福祉協議会　会長　矢口　廣見

矢口　廣見

地域福祉の向上を目指して

わろうべの里 検 索わろうべの里 HP社協  HP 四街道市社協 検 索



社協だより ふくし四街道 No.158 2

思いやり　誰かをすくう　その心　（五年　霜鳥 優菜）
ゆしも とり な

　

10
月
31
日
（
土
）
正
午
過
ぎ
、
秋
晴
れ

の
中
、
鷹
の
台
公
園
を
訪
れ
る
と
「
四
街

道
ウ
ォ
ー
ク
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
準
備

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
旭
中
学
校
地
区
社

協
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
四
街
道
こ
ど
も

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
、地
域
全
体
で
自
分
た
ち
の
住
む
「
ま

ち
」
に
つ
い
て
考
え
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
２
日

間
に
分
け
て
開
催
さ
れ
、
近
隣
の
住
民
や

企
業
、
大
学
生
と
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

集
ま
り
、
２
日
間
の
合
計
で
現
地
参
加
者

101
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
28
人
、
プ
レ

ー
パ
ー
ク
175
人
（
鷹
の
台
130
人
、
御
成
台

45
人
）
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

〜
「
四
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
は
〜

　

13
時
、
イ
ベ
ン
ト
の
説
明
が
行
わ
れ
、

４
つ
の
班
に
分
か
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
る
と
各
班
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
①
実
際
に
ま
ち
を

歩
く
「
オ
フ
ラ
イ
ン
チ
ー
ム
」
と
家
か
ら

参
加
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ー
ム
」
の
２

つ
の
チ
ー
ム
が
ペ
ア
に
な
り
、
吉
岡
小
学

校
区
内
を
歩
き
ま
す
。  

②
そ
の
道
中
に
設

置
さ
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
で
「
オ
フ
ラ
イ
ン
チ

ー
ム
」
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ー
ム
」
で
力

を
合
せ
な
が
ら
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
き

ま
す
。
ス
ポ
ッ
ト
は
公
園
や
地
域
の
協
力

家
庭
や
企
業
等
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

③
終
了
時
間
ま
で
に
各
班
で
ク
リ
ア
で
き

た
課
題
の
ポ
イ
ン
ト
の
総
合
計
で
競
い
合

い
ま
す
。

　

各
班
で
自
己
紹
介
を
行
い
、
作
戦
会
議

を
終
え
た
後
、
い
よ
い
よ
イ
ベ
ン
ト
の
開

始
で
す
。

　

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
〜

　

開
始
か
ら
10
分
後
、
子
ど
も
達
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
持
ち
な
が
ら
「
こ
こ
の
ス
ポ
ッ

ト
目
指
し
た
い
け
ど
道
に
迷
っ
ち
ゃ
っ

た
」
と
言
い
始
め
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
て
い
る
大
学
生
か
ら
「
ど
こ
か

の
電
柱
に
番
地
と
か
書
い
て
な
い
か
な
」

と
問
わ
れ
る
と
、
子
ど
も
達
は
周
り
を

見
渡
し
な
が
ら
「
あ
っ
た
」
と
走
り
出
し
、

そ
の
様
子
を
見
て
、現
地
の
大
人
達
が
「
車

に
気
を
付
け
て
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
追

い
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
主

体
的
に
動
き
、
大
学
生
が
相
談
に
乗
り
、

現
地
の
大
人
が
見
守
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
ス
ポ
ッ
ト
を
目

指
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ッ
ト
に
着
く
と
課
題
は
２
つ
あ

り
、
１
つ
目
が
子
ど
も
達
と
の
記
念
撮
影
、

２
つ
目
が
「
な
ぞ
な
ぞ
ゲ
ー
ム
」
で
し
た
。

な
ぞ
な
ぞ
に
正
解
し
、
ポ
イ
ン
ト
と
お
菓

子
が
配
ら
れ
る
と
、
子
ど
も
達
は
嬉
し
そ

う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
ス
ポ
ッ
ト
に
向
か
う
途
中
、

「
〇
〇
店
の
メ
ニ
ュ
ー
の
写
真
を
撮
る
」

「
消
火
栓
の
写
真
を
４
枚
撮
る
」
な
ど
道

中
の
課
題
を
こ
な
し
な
が
ら
移
動
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
16
時
頃
、
各
班
が
再
び
鷹
の
台

公
園
に
集
合
し
ま
し
た
。

　
〜
ま
ち
に
は
人
が
住
ん
で
い
る
〜

　

イ
ベ
ン
ト
後
、
大
学
生
や
大
人
た
ち
か

ら
「
子
ど
も
達
が
元
気
だ
っ
た
の
で
、
声

を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
楽
し
か
っ
た
」「
子

ど
も
達
が
主
体
的
に
動
い
て
く
れ
て
助
か

っ
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
責
任
者
の
関
口
さ
ん
か
ら
「
大
人

と
子
ど
も
の
時
間
の
流
れ
は
違
う
。
子
ど

も
は
思
い
通
り
に
動
か
な
い
け
ど
、
そ
こ

に
は
子
ど
も
達
な
り
の
言
い
分
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
お
互
い
言
い
た
い
こ
と
言
い

合
え
る
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
欲
し
い
」と

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
結
果
発

表
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

関
口
さ
ん
は
「
ま
ち
に
は
人
が
住
ん
で

い
て
、い
ろ
ん
な
考
え
方
や
、人
そ
れ
ぞ
れ

大
切
に
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
子

ど
も
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
地
域
に
住
ん
で

い
る
皆
が
繋
が
り
、
お
互
い
優
し
く
な
っ

て
い
け
た
ら
と
思
う
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で

や
れ
な
い
こ
と
が
増
え
て
い
る
中
で
も
、

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
楽
し
い
方
向

に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

※

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
感
染
拡
大
予
防

　

と
し
て
、
参
加
者
全
員
が
１
箇
所
に
集

　

ま
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
う
え
運
営

　

し
て
い
ま
す

四街道こどもまちづくり　　　
プロジェクト　　　　

人のため　みんなが思い　思われる　（五年　德永 佳奈）

社協だより ふくし四街道 No.1583

とく なが か な

　

昨
年
の
２
月
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
行
動
の
制
限
を
受
け
は
じ
め
、
仕
事
、

学
校
、
生
活
の
す
べ
て
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

思
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
事
業
所
ひ
だ
ま
り
は
障
が
い
の
あ

る
方
々
の
相
談
を
お
受
け
す
る
相
談
窓
口
で
す

が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
た
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
を
す
る
た

め
の
訓
練
に
通
っ
て
い
る
方
々
か
ら
、「
コ
ロ

ナ
が
怖
く
て
電
車
に
乗
れ
な
い
。」「
事
業
所
が

在
宅
ワ
ー
ク
を
開
始
し
在
宅
勤
務
の
時
は
良
い

が
、
通
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」

な
ど
様
々
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
事
業
所
の
休
所
に
伴
い
、「
家
で
毎
日

子
ど
も
を
み
る
の
は
限
界
で
す
。」
と
い
う
親

御
さ
ん
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
普
段
は
毎
日

通
所
で
き
て
い
る
こ
と
で
、
ど
れ
だ
け
家
族
の

負
担
が
減
っ
て
い
る
の
か
、
通
所
が
な
く
な
る

こ
と
で
ど
れ
だ
け
負
担
が
増
え
る
の
か
、
推
し

量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
常
の
暮
ら
し
が
で
き
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け

あ
り
が
た
く
、
目
に
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
恐
ろ
し
さ
が
、
精
神
的
な
病
気
に
も

影
響
を
与
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
鬱
な
ん
て
言
葉
も

出
て
き
ま
し
た
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
た
ち

は
、
子
ど
も
が
学
校
に
行
け
な
い
こ
と
で
仕
事

に
行
け
な
く
な
り
、
在
宅
で
仕
事
を
す
る
お
父

さ
ん
が
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
邪
魔
さ
れ
て
困
る

な
ど
。
特
に
家
族
全
体
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が

か
か
り
ま
す
。

　
「
動
画
を
み
せ
て
お
け
ば
お
と
な
し
く
な
る

か
ら
、
今
日
も
一
日
中
動
画
を
見
せ
て
し
ま
っ

た
」
と
罪
悪
感
を
抱
え
る
お
母
さ
ん
。
子
ど
も

と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
イ
ラ
イ
ラ
し

て
し
ま
う
自
分
に
「
母
（
父
）
親
失
格
か
も
」

と
悩
む
お
母
（
父
）
さ
ん
。
子
ど
も
は
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
せ
ん
。
イ
ラ
イ
ラ
は
募
っ
て
、
あ

る
意
味
当
然
で
す
。
特
に
お
子
さ
ん
に
多
動
性

が
あ
れ
ば
、
イ
ラ
イ
ラ
も
ピ
ー
ク
に
達
す
る
で

し
ょ
う
。「
親
な
ん
だ
か
ら
・
・
・
甘
え
ち
ゃ

い
け
な
い
・
・
・
」
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
辛

く
な
り
ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
ほ
ど
悩
み
、「
ま
、
い
い
か
」

と
思
え
な
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
が
大
切
、
仕

事
が
大
切
、
家
族
が
大
切
、
日
々
の
生
活
が
大

切
。
大
事
な
も
の
を
抱
え
な
が
ら
、
悩
み
な
が

ら
一
生
懸
命
生
き
て
い
ま
す
。
苦
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
時
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
お
話
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が

な
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

相
談
支
援
事
業
所
ひ
だ
ま
り
は
、
障
が
い
に

関
わ
る
相
談
窓
口
で
す
。
窓
口
に
お
越
し
い
た

だ
く
他
、
電
話
、
訪
問
な
ど
で
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
お
受
け
し
た
相
談
内
容
は
守
秘
義

務
と
し
て
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
管
理
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

問
合
せ

四
街
道
市
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
ひ
だ
ま
り

　
　
　
　

  

☎ 

０
４
３
（
３
０
４
）
２
８
２
８

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。あ
な
た
の
お
話
し
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

訪問記

～旭中学校地区社協～



人と人　幸せあふれる　四街道　（六年　長谷川 悠也）
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つなげよう　きずなのバトン　三世代　（四年　河井　梓）

社協だより ふくし四街道 No.1585

かわ い あずさは せ やゆうがわ

　　市内で大規模災害が発生したとき、四街道市社会福祉協議会は、四街道市地域防災計画に基づき、災害ボランティアセンターを立ち上げ・運営をします。
　災害ボランティアセンターは被災地の復興支援を目的とし、 被災地での災害ボランティアの活動を円滑に進めるために設置されます。

災害発生

社会福祉協議会は、年に 1 回災害ボランティアセンターの役割を市民の皆さまにご理解してただくために、「災害
ボランティアセンター立ち上げ訓練」を行っています。
今後については広報紙やHPにて開催日をお知らせしますのでご覧ください。
※今年度は新型コロナウイルス感染防止のため職員のみで実施する予定です。

　被災地支援のために集まった災害ボランティアに
効率的に活動してもらうために以下の役割を担います。

１）被災地でのニーズの把握
●電話・来所によるニー
　ズの聞き取り
●現地調査
●ローラー作戦によるニ
　ーズの調査・把握
｠
２）ボランティアの受け入れ・情報提供・調整
●全国から集まる大勢の
　災害ボランティアの受け
　入れ
●受け入れたボランティア
　への現地情報の提供
●ニーズと活動のマッチング
●活動に必要な備品・機材などの準備
｠
３）ボランティア活動の
　　取りまとめ
●活動記録
●実績のデータ化
｠
４）ボランティア関連情報の収集と発信
●把握したニーズ解決のための情報を受発信
｠
５）自治体等との調整
●千葉県・四街道市
　千葉県社協・県内他市町村社協等

個々のボランティアの「活動したいこ
と」「してあげたいこと」と住民の「お
願いしたいこと」が一致しないと、か
えって被災地を困らせることがある
ためです。

災害ボランティアがバラバラに被災
地で活動をすると効率的なボラン
ティア活動ができず、ボランティア
活動の全体像を掴むこともできない
ためです。

ボランティアを取りまとめ、ニーズ
と活動の調整をする機関が必要なた
めです。

①自身や家族の身の安全確保　
②自治会等、隣近所の助け合い

★困りごと
　家族､隣近所の協力や行政による
復旧だけでは解決できない！

★何かしたい
　自分の生活の安全が確保でき、
市全体の復興に参加できる！

災害ボランティアセン
ターに相談
ボランティア依頼

災害ボランティアセンターに
登録･活動

被災住民からの困りごと（ニー
ズ）と災害ボランティアを繋げ
ます。

マッチング班 災害ボランティア活動をする人
は毎回受付で登録をしてくださ
い。

受付班

安全な災害ボランティア活動の
ため、活動内容や現地への移
動手段などの説明をします。

送り出し班

必要な資機材を貸し出します。
資材班

活動開始！

災害ボランティアセンターの広
報や運営スタッフ班体制の調整
をします。

総務班

被災住民からのボランティア依
頼を受け付けます。

ニーズ班

災害ボランティアの救護や安全
衛生管理をします。

安全衛生班

活動後は資材を返却し、
活動報告をしていただきます。



となりの人の　名前をあなたは　言えますか　（五年　近本 沙和）
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ちか さ わもと

　令和２年10月１日から令和２年12月16日までに次の方々からご
寄付をいただきました。
　皆様からのこころ温まるご寄付は、社会福祉事業に活用させてい
ただきます。また、社協に対する寄付金は、税制上の寄付金控除の
対象になります。詳しくは職員にお尋ねください。（敬称略）

※頂いた梨やマスクは市内の高齢者施設等に配布させて頂きました。
10月
・佐藤梨園‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥新興梨５０kg
・中島梨園‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥新興梨５０kg
・サンクレイドル千城台御成台公園前自治会‥‥‥‥１５，０００円
・㈱千葉ヤクルト工場‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１００，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・四街道舞踊協会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２０，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・おしゃべりサロンぬくもり‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥マスク（２４枚）

11月
・和紙絵サークル‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３，０００円
・にこにこサロン‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２９，０７４円
・椿信子‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４，３３５円
・ボランティアグループほほえみの会‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・千葉土建四街道分会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４，０５０円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８８円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５０，０００円
・おしゃべりサロンぬくもり‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥マスク（５５枚）

12月
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０，０００円
・こばやしクリニック千葉敬愛高等学校‥‥‥‥‥マスク（４５枚）
・四街道市商工会女性部‥‥‥‥‥‥‥‥‥マスクケース（５０枚）
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・千代田５丁目Ｇ・Ｇ同好会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２００，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・鎌田景子‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０，０００円

４月からの累計‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１，２５４，８６３円

ご寄付ありがとうございます

弁護士相談 電話予約制（先着6人）相談時間15分程度

相談場所
総合福祉センター
わろうべの里

１月
20日
27日

２月
 ３日・17日
10日・24日

３月
 ３日・17日
10日・24日

４月
  ７日・21日
14日・28日

１月
27日

２月
10日・24日

３月
10日・24日

４月
14日・28日

　☎ 043－422－2945　Fax 043－422－2807
　・相談日の翌日朝9時から次回分の予約を電話で受付
　・同じ内容の相談は1人3回まで

法律相談窓口
（相談無料、秘密厳守）

心配ごと相談
　☎ 043－422－2945　Fax 043－422－2807
　・時間： 13時～16時（最終受付15時）
　・相談場所：総合福祉センター

生活上の悩みごと相談ください
（予約不要、相談無料、秘密厳守）

　社会福祉協議会葬祭専用電話
　☎ 043－422－1541
 　 （夜間は委託業者にて対応）

葬儀に関する相談窓口（24時間受付）

四街道市地域包括支援センター
　場所：総合福祉センター分館
　　　　担当地区：西中Ａ地区、西中Ｂ地区、北中地区、
　　　　千代田中地区
　☎ 043－420－6070　Fax 043－424－6707

高齢者の総合相談窓口

くらしサポートセンター「みらい」
　場所：総合福祉センター３階
　☎ 043－421－3003　Fax 043－422－2807

仕事・生活でお困りの方の相談窓口

四街道市みなみ地域包括支援センター
　場所：南部総合福祉センターわろうべの里２階
　　　　担当地区：四街道中地区・旭中地区
　☎ 043－497－5165  Fax 043－497－5166

障害者相談支援事業所　ひだまり
　場所：総合福祉センター分館
　☎ 043－304－2828　Fax 043－424－6707

障がいのある方の総合相談窓口

障害者相談支援事業所　ほほえみ
　場所：南部総合福祉センターわろうべの里２階
　☎ 043－420－5388　Fax 043－420－5389

ふくしの相談のご案内

　全国および千葉県社会福祉大会において四街道市からは次の
方々が表彰されました。（敬称略）
　なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、大会は中止
となりました。
全国社会福祉協議会会長表彰
●民生委員・児童委員功労　　岡田はる美

千葉県社会福祉協議会会長表彰
●民生委員・児童委員功労
　　齊藤　典子　　池口　貞吉　　富迫眞智子
　　古川佳代子　　醍醐　広子

●社会福祉施設・団体役職員功労
　社会福祉法人成山園
　　長谷川美子（理事）
　　市原　幸男（理事）
　社会福祉法人翠昂会
　　石井浩太郎（障害者支援施設　永幸苑　援助士係長）
　　金坂　公雄（障害者相談支援事業所ほほえみ　主任相談員）
　　荒木　　孝（障害者支援施設ピクシーフォレスト　主査）
　　粟飯原道子（障害者支援施設　永幸苑　援助士）
　社会福祉法人千葉県視覚障害者福祉協会
　　勝畑　雅美（視覚障害者総合支援センターちば　情報サービ
　　　　　　　　ス主任・司書）

千葉県共同募金会会長表彰
●共同募金優良地区・団体
　　四街道市立大日小学校
　　四街道市立旭中学校
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みんないっしょで　ありがとうの花がさく　（二年　つだ ひかり）
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社協だより ふくし四街道 No.158 8

発行　社会福祉法人 四街道市社会福祉協議会　☎043-422-2945　FAX043-422-2807
〒284-0003　四街道市鹿渡無番地（総合福祉センター）

四街道市の高齢化率 28.57%（ ＋0.07 令和元年12月１日比） 令和２年12月１日現在

矢口　廣見

問合せ ☎ 043-422-2945（四街道市社会福祉協議会）

※送付の際は希望職種がわかるよう、封筒宛名面に希望職種名をご記載ください。

Ａ 正規職員
・業務内容　高齢者の総合相談等、地域包括支援センター業務
・資格要件　以下の要件をすべて満たすもの
　　　　　　保健師資格または看護師資格（経験あり）を有して
　　　　　　いるもの
　　　　　　普通自動車運転免許を取得しているもの
　　　　　　※運転ができる方
・応募要件　昭和61年4月2日以降に生まれたもの
・勤 務 地　四街道市総合福祉センター分館
・給　　与　月給188,700円（4年制大学新卒の場合）+諸手当
　　　　　　　（通勤手当、時間外手当等）+賞与支給
　　　　　　※経験年数により職歴加算あり
・待　　遇　健康保険・厚生年金・雇用保険・労災保険あり、育
　　　　　　児・介護休業制度あり
・勤務日時　月～金曜日　週5日勤務 8:30～ 17:15
　　　　　　※業務やイベント等により土曜・日曜・祝日に勤務
　　　　　　していただくこともあります。
・試験日時　１次試験　令和３年２月６日（土）
　　　　　　　受　　付：午前9時（時間厳守）
　　　　　　　試験内容：一般教養   9:30 ～ 10:30
　　　　　　　　　　　　作　　文 10:40～ 11:30
　　　　　　２次試験（１次試験合格者）
　　　　　　令和３年２月20日（土） 
　　　　　　　受　　付：午前9時（時間厳守）
　　　　　　　試験内容：面　　接　9:30 ～

Ｂ 生活支援コーディネーター　臨時職員
・業務内容　生活支援コーディネーター として地域づくりに関
　　　　　　する業務
・資格要件　社会福祉士・介護支援専門員のいずれかの資格を有
　　　　　　しているもの　※資格がなくても地域づくりに熱意
　　　　　　を持って取り組める方も可。
　　　　　　普通自動車運転免許を取得しているもの
　　　　　　※運転ができる方
・勤 務 地　四街道市総合福祉センター分館　地域包括支援センター
・給　　与　（資格なし）時給963円（資格あり）時給1,400円
・勤務日時　月～金曜日　週５日勤務 8:30～ 17:15
　　　　　　（応相談）　※業務やイベント等により土曜・日曜・
　　　　　　祝日に勤務していただくこともあります。

Ｃ ボランティアコーディネーター　臨時職員
・業務内容　ボランティアコーディネーター
・資格要件　普通自動車運転免許を取得しているもの
　　　　　　※運転ができる方
・勤務場所　四街道市総合福祉センター　3階 
・給　　与　時給1,000円
・勤務日時　月13日または月17日
　　　　　　8:30～ 17:15（応相談）
　　　　　　※業務やイベント等により土曜・日曜・祝日に勤務
　　　　　　　していただくこともあります。

Ｄ 児童厚生員　臨時職員
・業務内容　乳幼児や保護者との関わり及び子育て支援
・資格要件　社会福祉士、高等学校教諭、中学校教諭、小学校
　　　　　　教諭、幼稚園教諭、保育士のいずれかの資格のあ
　　　　　　る方
・勤務場所　南部総合福祉センターわろうべの里　児童センター
・給　　与　時給980円
・勤務日時　月13日 8:30 ～17:15（応相談）
　　　　　　※業務やイベント等により土曜・日曜・祝日に勤務
　　　　　　　していただくこともあります。　

Ｅ 一般事務職　臨時職員
・業務内容　事務局等の一般事務業務全般
・勤 務 地　四街道市社会福祉協議会事務局ほか
・給　　与　時給  963円
・勤務日時　週2～3日勤務 8:30 ～17:15（応相談）
　　　　　　※業務やイベント等により土曜・日曜・祝日に勤務
　　　　　　　していただくこともあります。

F　訪問介護事業所一般事務職　臨時職員
・業務内容　訪問介護事業所の一般事務業務全般
・勤 務 地　四街道市総合福祉センター分館
・資格要件　普通自動車運転免許を取得しているもの
　　　　　　※運転ができる方
・給　　与　963円
・勤務日時　週2～3日勤務 8:30 ～17:15（応相談）
　　　　　　※業務やイベント等により土曜・日曜・祝日に勤務
　　　　　　　していただくこともあります。

～B・C・Ｄ・Ｅ・Ｆ共通事項～
・交 通 費　通勤距離2㎞以上で距離に応じて支給（上限500円）
・雇用期間　採用日から令和４年３月31日まで（再雇用の場合あり）
・試験日時　令和3年２月11日（木）受付：午前9時（時間厳守）
・試験内容　作文 9:00～ 9:50　面接 10:00 ～

～A・B・C・Ｄ・Ｅ・Ｆ共通事項～
・募集人員　若干名
・応募要件　パソコンを使用し、ワード、エクセル等の基礎操作
　　　　　　ができる方
・採 用 日　令和3年4月1日
・募集期間　令和3年１月29日（金）17時まで
・試験会場　四街道市総合福祉センター（四街道市役所敷地内）
【応募方法】
　社会福祉協議会専用の履歴書に写真を貼付し、普通自動車運転
免許、資格証明書の写しを令和３年１月29日（金）までに社会
福祉協議会に持参 （月曜から金曜、９時から17時） または郵送 
（令和３年１月29日必着）してください。また、送付の際は希
望職種がわかるよう、封筒宛名面に希望職種名をご記載くださ
い。




